
We  

Love  

Fores
t
!

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
全
林
研
会
長

の
齋
藤
正
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
の

会
誌
『
緑
創
53
号
』
発
刊
に
あ
た
り
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
各
地
で
頻
発
し
て
い
る

大
き
な
地
震
や
異
常
な
気
候
災
害
、
世

界
的
な
社
会
不
安
定
の
影
響
に
よ
り
、

大
変
ご
苦
労
を
頂
き
な
が
ら
林
業
を
継

続
さ
れ
、
地
域
経
済
を
下
支
え
し
、
地

域
維
持
ま
た
は
地
域
振
興
に
ご
尽
力
頂

い
て
お
り
ま
す
事
に
。
深
い
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
年
よ
り
私
た
ち
の
会
誌
で

あ
る
緑
創
を
直
接
単
位
林
研
の
会
長

さ
ん
に
お
届
け
を
始
め
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
各
地
よ
り
大
き
な
好
評

を
頂
き
、
情
報
を
お
届
け
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
全
国
の
仲
間
に
新

鮮
な
情
報
を
緑
創
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
、S
N
S

な
ど
を
通
じ
て
お
届
け
い
た
し
ま
す
の

で
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

私
た
ち
林
研
の
目
指
す
も
の
は
、
林

業
技
術
の
向
上
や
林
業
振
興
だ
け
で
は

な
く
『
林
業
・
木
材
業
の
振
興
を
通
じ

て
』
中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
実
現
化

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

も
そ
も
林
研
の
生
い
立
ち
は
、
林
野
庁

と
林
業
改
良
普
及
協
会
の
指
導
協
力
を

基
に
１
９
６
０
年
４
月
に
森
林
所
有
者

や
林
業
に
従
事
し
て
い
る
方
々
な
ど
に

対
す
る
林
業
普
及
推
進
の
為
に
、
普
及

効
率
化
と
普
及
強
化
を
目
指
し
グ
ル
ー

プ
化
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
に
お
い
て
、
林
業
担
い
手
の
変

化
に
よ
り
林
研
の
活
動
低
迷
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
と
し
て
近
年

の
グ
ル
ー
プ
発
表
の
中
に
も
出
て
き
て

い
る
優
良
事
例
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
の

中
に
森
林
所
有
者
だ
け
で
な
く
、
林
業

事
業
体
や
木
材
業
者
、
建
築
関
係
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
お
菓
子
屋
さ
ん
、
水
産

関
係
者
な
ど
な
ど
、
多
方
面
の
方
々
を

「
林
研
」
と
い
う
組
織
の
中
に
新
た
な

仲
間
と
し
て
迎
え
入
れ
、
ま
た
は
新
た

に
形
成
し
て
、
大
き
な
成
果
を
作
り
出

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
こ
の
誌
面
に
お

い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
ご

紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
参
考
に

し
て
い
た
だ
き
、
林
研
の
活
性
化
や
地

域
創
生
の
具
現
化
に
結
び
つ
け
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
の
益
々

の
ご
活
躍
と
、
林
業
の
活
性
化
と
地
域

振
興
！
労
働
安
全
、
世
界
平
和
の
実
現

を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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全林研だより

全
林
研
だ
よ
り
「
緑
創
」の
発
行
に
あ
た
っ
て

全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

会
長

齋
藤

正



全
国
的
に
所
有
者
不
明
土
地
が
社
会
問
題
化
し
て

い
る
中
で
、「
山
林
を
相
続
し
た
が
所
在
が
分
か
ら
な

い
」、「
地
籍
調
査
が
終
わ
っ
て
い
る
の
に
杭
が
見
当

た
ら
な
い
」、「
所
有
す
る
山
林
の
場
所
を
子
や
孫
に

伝
え
た
い
」
と
い
っ
た
森
林
所
有
者
の
声
や
若
い
人

は
林
業
に
つ
い
て
無
関
心
、
相
続
登
記
が
進
ん
で
い

な
い
等
の
現
状
に
対
し
、
少
し
で
も
若
い
世
代
に
興

味
を
持
っ
て
貰
う
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
考
え

﹃
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
所
有
林
を
探
し
に
行
こ
う
﹄研
修

会
を
企
画
。

研
修
会
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
地
図
ア
プ
リ

に
自
分
の
土
地
の
地
籍

デ
ー
タ
を
表
示
さ
せ
て
、

そ
れ
を
持
っ
て
山
に
行

き
所
有
林
を
探
す
方

法
や
山
林
相
続
の
基

礎
知
識
を
学
ぶ
内
容

で
、
山
形
県
行
政
書

士
会
や
山
形
森
林

調
査
協
会
の
協

力
を
得
て
開
催
。

参
加
者
は
自

分
の
ス
マ
ホ

を
見
な
が
ら

境
界
線
と
杭

を
探
し
、
自

分
が
動
く
ご

と
に
地
図
ア

プ
リ
の
中
の

自
分
の
位
置

情
報
も
一
緒

に
移
動
し
て

行
く
こ
と
を

確
認
し
、
と

て
も
感
動
し

た
様
子
。

親
と
一
緒

に
参
加
し
た

後
継
者
の
方

は
今
回
参
加

し
て
み
て
、

「
自
分
が
や
り
た
か
っ
た
こ
と
が
こ
れ
だ
！
」と
思
っ

た
。」と
の
感
想
。

研
修
会
の
様
子
が
山
形
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
他
の
地
域
か
ら
も
問
合
わ
せ
。

今
後
、
今
回
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
得
ら
れ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
加
え
、
一
般
の
森
林
所
有
者
に
広
く
普

及
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
の
所
有
山

林
へ
の
意
識
が
変
わ
り
、
相
続
登
記
も
進
み
、
山
の

手
入
れ
を
し
て
み
た
い
と
考
え
る
森
林
所
有
者
も
増

加
す
る
も
の
と
期
待
。
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令和5年度全国林業グループコンクール入賞一覧

農
林
水
産
大
臣
賞

山
形
県

大お
お
え
ま
ち

江
町
光こ

う
り
ん
か
い

林
会

林
野
庁
長
官
賞

千
葉
県

子
育
て
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ニ
ッ
セ

富
山
県

魚う
お
づ津
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会

大
阪
府

茨い
ば
ら
き木
里
山
を
守
る
会

山
口
県

三み
す
み隅
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

福
岡
県

黒く
ろ
ぎ
ま
ち

木
町
林
業
振
興
会

全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
会
長
賞

福
島
県

会
津
里
山
森
林
資
源
育
成
研
究
会

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
青
梅
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

福
井
県

フ
ォ
レ
ス
ト
ケ
ア
高
田

奈
良
県

野の
せ
が
わ
む
ら

迫
川
村
林
業
研
究
会

徳
島
県

か
み
や
ま
林
業
振
興
会

大
分
県

佐さ
い
き
し

伯
市
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ「
あ
さ
ぎ
り
の
会
」

 農林水産大臣賞 は山形県
「大江町光林会」

全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
会
長
賞

北
海
道

置お
け
と
ち
ょ
う

戸
町
林
業
グ
ル
ー
プ

青
森
県

青
森
県
グ
リ
ー
ン
マ
イ
ス
タ
ー
協
議
会

岩
手
県

岩
手
県
森
林
組
合
青
年
部
連
絡
協
議
会

宮
城
県

一い
ち
は
さ
ま
迫
林
業
研
究
会

秋
田
県

本ほ
ん
じ
ょ
う荘
由ゆ

り利
森
林
組
合
林
業
研
究
会

茨
城
県

鹿ろ
っ
こ
う行
森
林
ク
ラ
ブ

ミ
ツ
バ
チ
講
座
部
門

栃
木
県

ふ
れ
あ
い
の
森
伊い
せ
さ
き

勢
崎

群
馬
県

木
の
駅
入い
り
ぐ
ち口

埼
玉
県

一
般
社
団
法
人

山や
ま
も
り
が
く
し
ゃ

守
学
舎

神
奈
川
県

い
ぶ
き
会

山
梨
県

北
富
士
林
業
研
究
会

新
潟
県

頸け
い
ほ
く北
林
業
研
究
会

石
川
県

輪
島
市
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

長
野
県

木
曽
林
業
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会（
木き

実み

鳥ど
り
の
会
）

岐
阜
県

東
白
川
村
林
業
グ
ル
ー
プ

静
岡
県

富
士
地
区
林
業
研
究
会

愛
知
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

森し
ん
り
ん林
真し
ん
け
ん
た
い

剣
隊

三
重
県

松
阪
林
業
研
究
会

滋
賀
県

長
浜
市
伊
香
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

京
都
府

綾
部
市
林
業
研
究
会

兵
庫
県

加
美
林
業
研
究
ク
ラ
ブ

和
歌
山
県

日ひ
だ
か
が
わ
ち
ょ
う

高
川
町
林
業
研
究
会

鳥
取
県

鳥
取
市
林
業
振
興
協
議
会

島
根
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

緑
と
水
の
連
絡
会
議

岡
山
県

真ま
に
わ庭
森
林
・
林
業
研
究
会

広
島
県

広
島
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

香
川
県

さ
ぬ
き
市
林
業
研
究
会

愛
媛
県

内う
ち
こ
ち
ょ
う

子
町
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

佐
賀
県

七な
な
や
ま山
林
業
研
究
会

長
崎
県

島
原
し
い
た
け
研
究
会

熊
本
県

天
草
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

宮
崎
県

小
林
市
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

鹿
児
島
県

大や
ま
と
そ
ん

和
村
シ
キ
ミ
生
産
組
合

沖
縄
県

首
里
城
公
園
友
の
会

農林水産大臣賞を受賞された「山形県 大江町光林会」の会田幸子会長（右）と山形県林研連の清野
忠市会長（左）。青山豊久林野庁長官（中央）とともに

令
和
５
年
度
の
全
国
林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル（
主
催
／
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
、
協
賛
／
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
）
が
、
２
月
29
日
、
東
京
都
千
代
田

区
の
全
国
町
村
会
館
で
、
集
合
開
催
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル
で
選
ば
れ
た
６
グ

ル
ー
プ
が
日
頃
の
活
動
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

最
優
秀
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
に
は
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
の
山
形
県
・

大
江
町
光
林
会
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
林
野
庁
長
官
賞
ほ
か
の
入
賞
グ
ル
ー
プ
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
審
査
員
は
安
村
直
樹
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
審
査
委
員
長
）、

香
田
晃
代
氏
（
全
国
森
林
組
合
連
合
会
組
織
部
林
政
課
担
当
課
長
）、
大
塚
生
美
氏

（
森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
主
任
研
究
員
）、
中
山
聡
氏（
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会

専
務
理
事
）の
４
名
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

全国林業グループコンクール

●
大
江
町
光
林
会（
山
形
県
）

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
所
有
林
を
探
し
に
行
こ
う

研
修
会
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
地
図
ア
プ
リ

に
自
分
の
土
地
の
地
籍

デ
ー
タ
を
表
示
さ
せ
て
、

そ
れ
を
持
っ
て
山
に
行

き
所
有
林
を
探
す
方

法
や
山
林
相
続
の
基

礎
知
識
を
学
ぶ
内
容

で
、
山
形
県
行
政
書

士
会
や
山
形
森
林

調
査
協
会
の
協

力
を
得
て
開
催
。

分
の
ス
マ
ホ
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「"
木
育
"
を
通
じ
て
荒
れ
た
森
を
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
復
活
さ
せ
た
い
！
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等

に
よ
り
、「
ニ
ッ
セ
の
森
」で
手
入
れ
不
足
の

森
林
を
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
整
備
し
、
復

活
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。
植
樹
や

間
伐
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
森
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は「
木
を

使
う
こ
と
」
も
大
事
な
こ
と
だ
と
い
う
思
い

市
内
の
焼
き
鳥
店
な
ど
で
組
織
す
る
協
議

会
よ
り
、地
元
の
炭
を
使
っ
て
焼
き
鳥
を
焼
き

た
い
と
の
話
が
あ
り
、使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

炭
窯
を
修
理
し
て
炭
焼
き
の
取
組
み
を
開
始
。

専
門
家
の
指
導
に
よ
り
、
品
質
の
向
上
を

図
り
、
市
内
の
焼
き
鳥
店
な
ど
に
出
荷
し
た

と
こ
ろ
、
外
国
産
の

炭
に
比
べ
て
火
力
が

強
く
安
定
し
て
い
る

と
好
評
。

ま
た
、
里
山
の
良

さ
の
体
感
を
目
的
と

し
て
協
議
会
と
連
携

黒
木
町
林
業
振
興
会
は
林
業
を
生
計
の
柱

に
し
て
い
る
人
が
多
く
、
認
定
事
業
体
、
一

人
親
方
、
森
林
組
合
、
自
伐
林
家
の
一
員
と

し
て
活
躍
。

高
性
能
林
業
機
械
等

を
使
用
し
た
間
伐
見
学

会
を
実
施
。

主
な
内
容
は
、
グ

ラ
ッ
プ
ル
付
き
バ
ッ
ク

ホ
ー
に
よ
る
搬
出
間
伐

の
見
学
と
体
験
、
ハ
ー

林
野
庁
長
官
賞

林
野
庁
長
官
賞

林
野
庁
長
官
賞

林
野
庁
長
官
賞

林
野
庁
長
官
賞

林
野
庁
長
官
賞

林
野
庁
長
官
賞

賞賞賞賞賞賞賞賞賞

「
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
で
森も

り林
に
携
わ
る
」を

活
動
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、小
さ
な
子
供
が
い
る

若
い
家
族
を「
S
t
e
p
１
」と
し
て
、子
供
の

年
齢
ご
と
に
S
t
e
p
１
~
５
に
区
分
分
け

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
S
t
e
p
に
応
じ
て
森
林
と

触
れ
合
え
る
活
動
・
体
験
を
実
施
。「
S
t
e
p

１（
親
子
イ
ベ
ン
ト
）:
ぬ
く
も
り
あ
る
生
活
、

S
t
e
p
２（
小
学
生
イ
ベ
ン
ト
）:
森も

り林

●
魚
津
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会（
富
山
県
）

●
茨
木
里
山
を
守
る
会（
大
阪
府
）

●
子
育
て
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ニ
ッ
セ（
千
葉
県
）

●
三
隅
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ（
山
口
県
）

●
黒
木
町
林
業
振
興
会（
福
岡
県
）

○森林施業プランナー協会　東京都千代田区鍛冶町 1-9-16 TEL 03-6700-4757
○森林施業プランナー協会サイト（HP）　　https://shinrin-planner.com/

森林施業の提案

森林施業プランナー 森林所有者

Aさん Bさん

Cさん

森林の集約化

森林をまとめて、集約化することで
搬出などにかかる経費を削減

『森林施業プランナー』・『森林経営プランナー』が各地で活躍！
の
大
切
さ
を
知
る
、S
t
e
p
３（
中
学
生

イ
ベ
ン
ト
）:
挑
戦
し
て
み
る
、S
t
e
p
４

（
高
校
生
イ
ベ
ン
ト
）:
実
際
の
森
に
触
れ

る
、S
t
e
p
５（
一
般
企
業
等
イ
ベ
ン
ト
）:

木
に
触
れ
森
林
に
携
わ
る
。」今
後
も「
活
力

あ
る
地
域
と
豊
か
な
森
づ
く
り
」を
目
指
し
、

林
業
と
関
係
が
な
か
っ
た
人
た
ち
と
の
交
流

を
進
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
技
術
を
伝
承
。

マ
ツ
枯
れ
木
、
ナ
ラ
枯
れ
木
の
除
去
作
業
、

台
風
風
倒
木
の
修
復
作
業
を
通
じ
て
、
危
険

木
の
処
理
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
、「
危
険
木
処

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
習

熟
者
16
名
の
安
全
指
導
員
が
、
危
険
木
の
除

去
作
業
な
ど
へ
の
対
応
。
地
元
消
防
署
に
対

し
、
消
防
車
が
災
害

出
動
時
に
、
道
路
の

行
く
手
を
阻
む
倒

木
の
処
理
が
出
来
る

技
術
の
習
得
を
目
的

と
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
て
、
里
山
散
策
、

炭
焼
き
体
験
、
焼
き

鳥
教
室
な
ど
の
地
区

外
の
人
と
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。

会
員
が
所
有
す
る

里
山
に
お
い
て
、
作

業
道
開
設
、
雑
木
林
の
抜
き
伐
り
、
竹
林
整

備
を
実
施
し
、
抜
き
伐
り
し
た
伐
採
木
は
、

搬
出
を
し
て
炭
焼
き
の
原
料
と
し
て
活
用
。

令
和
５
年
新
た
な
炭
窯
を
作
製
、
新
た
な

炭
窯
で
生
産
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
品
質

の
向
上
を
目
指
し
て
炭
焼
き
を
実
施
。

ベ
ス
タ
ー
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、ド
ロ
ー

ン
山
林
測
量
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。」

林
業
に
興
味
を
持
つ

人
が
実
際
の
林
業
に
触

れ
る
良
い
機
会
に
、
会

員
に
と
っ
て
は
今
後
の

林
業
経
営
に
お
い
て
高
性
能
林
業
機
を
作
業

に
応
じ
て
積
極
的
に
活
用
し
、
安
全
で
効
率

的
な
作
業
を
意
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

『森林経営プランナー』
·戦後造成された人工林の過半が利用期を迎える

中、需要を意識して、木材の有利販売事業を展開
し、一方で、森林の持続経営や公益的機能の重要
性に基づく、森林整備事業を地域においてバラン
スよく推進することができる者が求められており、
これらを企画・実践する者を「森林経営プランナー」
と位置付け、森林経営プランナー制度を創設し、
これまでに160名を認定しました。

『森林施業プランナー』
·地域において、小規模に分散している複数の森林所有者の林地をとりま

とめて、間伐や主伐・再造林等の森林施業を効率的・効果的に行い、森
林所有者への収益還元を実現する方法として取り組まれている「提案型
集約化施業」を担う主役として、これまでに約2,800名を認定しました。

·具体的には、森林所有者に対して、路網計画、間伐方法等の森林施業の
方針、利用間伐等による事業収支等を示した施業提案書を作成・提示し
て施業を受託し、現場技術者への指示・発注・管理を行うまでの森林施
業の集約化を実践するとともに、森林経営計画の作成を行います。

森
を
元
気
に
、
木
を
育
て
森
の
恵
み
を
活
用
す
る
暮
ら
し
を
！

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
と
社
会
貢
献
へ
の
取
り
組
み

活
力
あ
る
地
域
と
豊
か
な
森
づ
く
り
を
目
指
し
て

八
女
の
森
林
を
未
来
へ

焼
き
鳥
の
街
で
里
山
を
活
用
し
た
取
組
み
、
始
め
た
よ
！

が
多
く
の
参
加
者
に
醸
成
。
活
動
に
参
加
す

る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
林
業
が
非
常
に

身
近
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
、

継
続
的
に
参
加

し
、
森
や
木
に

か
か
わ
る
仕
事

に
就
き
た
い
と

将
来
を
描
く
よ

う
に
な
っ
た
小

学
生
が
い
る
こ

と
も
、
活
動
の

大
き
な
実
り
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な

ど
作
成
・
配
布
し
、

風
倒
木
処
理
研
修

を
実
施
。
消
防
隊
員

２
５
０
名
中
、１
２
０

名
に
研
修
を
実
施
。

こ
の
ほ
か
、
企
業

５
社
へ
の
大
阪
府
ア

ド
プ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
制
度
に
よ
る
森
林
整
備

指
導
、「
シ
ニ
ア
自
然
大
学
校
」間
伐
講
座
の

開
催
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
年
間
参
加
人
数
は

３
０
０
０
名
。
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令
和
６
年
３
月
１
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
全
国
町
村
会
館

に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会（
全
林
研
）の
通
常
総
会
が
集
合
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
青
山

豊
久
林
野
庁
長
官
、
中

山

聡
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
専
務
理
事
に
よ
り
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
後
、
議
事
に
入
り
、
執
行
部
提
案
の
各
議
案
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
、
全
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
全
林

研
の
令
和
５
年
度
決
算
、
６
年
度
予
算
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
永
年
功
労
者
に
感
謝
状
を
贈
る
と
と
も
に
、
全
国
林
業

グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
グ
ル
ー
プ
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

全林研令和５年度決算
（令和５年4月1日～令和６年3月31日）

一般会計 （単位：円）

項　　　目 決算額 予算額 差引増減

１．収入の部

会         費 920,000 920,000 0

全 林 協 助 成 金 1,300,000 1,000,000 300,000

事 例 集 販 売 額 399,730 500,000 △ 100,270

全 林 研 グ ッ ズ 販 売 額 2,848,360 3,000,000 △ 151,640

広 告 料 280,000 280,000 0

雑    収  　 入 12 1,000 △ 988

収 　 入 　 合 　 計 5,748,102 5,701,000 47,102

２．支出の部

会 議 費 2,838,717 1,800,000 1,038,717

事 業 推 進 費 188,116 200,000 △ 11,884

機 関 誌 発 行 費 584,639 900,000 △ 315,361

事 例 集 発 行 費 505,560 500,000 5,560

全 林 研 グ ッ ズ 制 作 費 2,197,306 3,000,000 △ 802,694

緑 の 募 金 拠 出 金 50,000 50,000 0

事 務 局 費 433,815 380,000 53,815

支　 出　 合　 計 6,798,153 6,830,000 △ 31,847

当 期 収 支 差 額 △ 1,050,051 △ 1,129,000 78,949

前 期 繰 越 金 14,777,501 14,777,501 0

次 期 繰 越 額 13,727,450 13,648,501 78,949

特別会計（国庫補助金／未来の林業を支える林業後継者養成事業） （単位：円）

項　　　目 決算額 予算額 差引増減

１．収入の部

未来の林業を支える林業後継者養成事業 21,118,000 21,118,000 0

２ ． 支 出 の 部

未来の林業を支える林業後継者養成事業 21,118,000 21,118,000 0

全林研令和６年度予算
（令和６年4月1日～令和７年3月31日）

一般会計 （単位：円）

科　　　　　目 当年度予算 （A）前年度予算（B） 増減（A-B）

1．収 入 の 部

会 費 920,000 920,000 0

全 林 協 助 成 金 1,000,000 1,000,000 0

事 例 集 販 売 額 500,000 500,000 0

全 林 研 グ ッ ズ 販 売 額 3,000,000 3,000,000 0

広 告 料 280,000 280,000 0

雑 収 入 1,000 1,000 0

収 入 合 計 5,701,000 5,701,000

２．支 出 の 部 0

会 議 費 2,800,000 1,800,000 1,000,000

事 業 推 進 費 200,000 200,000 0

機 関 誌 発 行 費 600,000 900,000 △ 300,000

事 例 集 発 行 費 500,000 500,000 0

全 林 研 グ ッ ズ 制 作 費 3,000,000 3,000,000 0

緑 の 募 金 拠 出 金 50,000 50,000 0

事 務 局 費 380,000 380,000 0

支 出 合 計 7,530,000 6,830,000 700,000

当 期 収 支 差 額 △ 1,829,000 △ 1,129,000 △ 700,000

前　 期　 繰　 越　 額 13,727,450 14,777,501 △ 1,050,051

次　 期　 繰　 越　 額 11,898,450 13,648,501 △ 1,750,051

特別会計（国庫補助金）　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 （単位：円）

科　　　　　目 当年度予算 （A）前年度予算（B） 増減（A-B）

1．収 入 の 部

収 入 合 計 21,380,000 21,118,000 262,000

２．支 出 の 部

支 出 合 計 21,380,000 21,118,000 262,000

令
和
６
年
度

全
林
研
通
常
総
会
を
開
催

11
月
17
日
、
全
林
研
の
自
主
事
業
と
し
て
初

の
中
央
研
修
会
が
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド（
集
合
研
修

と
リ
モ
ー
ト
配
信
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却
ー
女
性
活
躍
時

代
へ
の
誘
導
と
未
来
の
林
業
へ
の
挑
戦
」。「
林

研
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
従
来
の
活
動
を
そ
の
ま

ま
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
時
代
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
見
つ
け
答
え
を
探

し
な
が
ら
進
む
べ
き
時
」
と
い
う
危
機
感
を
持
っ

て
の
開
催
で
す
。

研
修
会
で
は
講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
事
務
局
部
会
、
女
性
活
躍
部
会
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ー
講
演
ー

森
林
業
で
日
本
の
森
を
モ
リ
ア
ゲ
よ
う
！

（
株
）モ
リ
ア
ゲ
代
表
長
野
麻
子
氏

講
演
で
は
長
野
麻
子
氏
が
森
と
木
の
可
能

性
、
各
地
の
実
践
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
森
林
を

活
か
し
た
地
域
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
に
長

年
の
実
績
が
あ
る
林
研
グ
ル
ー
プ
へ
の
エ
ー

ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
者
の
感
想
ー

女
性
活
躍
部
会

私（
小
田
）
は
、
女
性
活
躍
部
会
に
宮
崎
か

ら
リ
モ
ー
ト
で
参
加
し「
仲
間
を
増
や
そ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
各
都
道
府
県
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
女
性
林
業
家
や
林
業
に
関
心
の
あ
る
女
性
グ

ル
ー
プ
と
現
状
や
課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。

各
参
加
者
の
抱
え
て
る
課
題
と
現
状
に
つ
い

て
は
全
国
共
通
で
、
会
員
の
高
齢
化
、
新
規
会
員

加
入
の
少
な
さ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
停

滞
で
今
に
な
っ
て
も
活
動
が
思
う
よ
う
に
進
ま

な
い
現
状
の
報
告
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

森
林
に
対
す
る
取
り
組
み
を
何
か
や
り
た
い

と
思
っ
て
も
、
成
果
の
即
効
性
を
求
め
る
と
会

員
に
圧
が
か
か
り
、
結
果
が
出
な
い
と
公
に
も

認
め
て
も
ら
え
な
い
。
実
績
を
上
げ
ら
れ
ず
に

予
算
が
削
減
さ
れ
る
と
益
々
負
担
が
増
え
、
そ

の
会
の
活
動
に
対
す
る
意
義
も
意
欲
も
見
失
っ

て
し
ま
い
が
ち
に
な
る
悪
循
環
を
断
ち
切
れ
ず

に
も
が
い
て
い
る
状
況
。

そ
ん
な
中
、
群
馬
県
の
田
村
美
惠
子
さ
ん

（
元
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
・
林
業

就
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
国
家
資
格
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
…
肩
書
き
す
ご
い
ん

で
す
け
ど
…
魅
力
的
な
ご
本
人
の
人
柄
）
の
よ

う
に
、
猫
や
お
い
し
い
ご
飯
を
共
有
し
て
、
ゆ

る
く
声
を
か
け
て
楽
し
く
活
動
す
る
事
例
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
媛
県
の
北
条
女
性
林
研

グ
ル
ー
プ
は
、
山
は
持
た
な
い
け
れ
ど
、
日
々

の
暮
ら
し
を
発
信
し
な
が
ら
、
ふ
わ
っ
と
会
員

を
増
や
す
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

組
織
に
加
入
と
な
る
と
、
敷
居
が
高
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
も
っ
と

間
口
を
広
く
し
、一
見
林
業
と
は
関
連
が
な
い

よ
う
な
要
望
に
も
耳
を
傾
け
、
楽
し
く
興
味
の

あ
る
活
動
だ
け
に
参
加
で
き
る
柔
軟
な
受
け
入

れ
態
勢
へ
と
意
識
改
革
す
る
こ
と
、
今
の
時
代

に
合
わ
せ
た
敷
居
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
工

夫
を
心
が
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
や
は
り
人
と
の
つ
な
が
り

特
に
女
性
は
、
可
愛
い
も
の
を
素
直
に
愛
で

る
・
美
し
い
も
の
や
お
い
し
い
も
の
に
心
身
が

癒
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
見
て
触
れ
て
味

わ
っ
て
学
べ
る
、
こ
れ
ら
を
取
り
入
れ
た
企
画

は
魅
力
的
で
す
。

今
回
、
活
動
の
意
義
や
繋
が
り
を
模
索
し
続

け
る
中
で
、
美
と
健
康
、
お
い
し
い
も
の
が
森

と
繋
が
る
こ
と
で
、
森
林
の
魅
力
が
一
気
に
広

が
る
と
い
う
新
た
な
ヒ
ン
ト
を
得
ま
し
た
。
そ

れ
ら
を
取
り
入
れ
て
今
度
ど
う
い
っ
た
企
画
を

た
て
よ
う
か
、
考
え
る
だ
け
で
も
、
ワ
ク
ワ
ク

し
て
き
ま
し
た
。

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
純
粋
に
自
分
が
楽
し
め

る
こ
と
に
、
ゆ
る
り
ふ
わ
り
と
声
掛
け
し
、
そ

れ
ら
を
共
有
で
き
共
に
成
長
し
合
え
る
仲
間
を

増
や
す
未
来
に
、
う
き
う
き
期
待
が
膨
ら
ん
で

い
ま
す
。

全
林
研
女
性
会
議
小
田
ち
は
る（
宮
崎
県
）

（株）モリアゲ代表　長野麻子氏

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却

女
性
活
躍
時
代
へ
の
誘
導
と
未
来
の
林
業
へ
の
挑
戦

ハイブリッドイベントで会場とリモートの参加者が一体となり、ディスカッ
ションが盛り上がる

令
和
５
年
度
全
林
研
中
央
研
修
会

第１回目の
「山・森・人フォトコンテスト」
を開催します。
林業での日々の楽しさ、美しさ等をテーマと
した写真を撮影し、以下のQRコードの応募

フォームに必要事項を入力の
上、写真データを添えて、令和
７年１月20日までに提出をお
願いします。
是非、ご応募ください！
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三木実行委員会会長による開会の言葉齋藤全林研会長の挨拶青山林野庁長官の祝辞田中全林協副会長の祝辞

オープニング舞踊集団宮坂流

パネリストの皆さん

「第52回全国林業後継者大会おかやま２０２４」が５月25日、岡山県
津山市の津山文化センターで開かれ、全国から林研グループ等林業関
係者３２５人が参加しました。
（主催者／全国林業研究グループ連絡協議会、岡山県林業研究グループ連絡協議会、岡山県、津山市）

こ
の
大
会
は
、
昭
和
45
年
、
全
国
植
樹
祭
の
前
日
に

福
島
県
猪
苗
代
町
に
お
い
て
、「
全
国
林
業
後
継
者
の

つ
ど
い
」
と
し
て
開
催
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
こ
れ

を
契
機
に「
全
国
植
樹
祭
関
連
行
事
」
と
し
て
、
各
県

で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

開
会
式
典
で
は
、
三
木
敬
臣
第
52
回
全
国
林
業
後
継

者
大
会
岡
山
県
実
行
委
員
会
会
長
の
開
会
の
言
葉
に
は

じ
ま
り
、
上
坊
勝
則
岡
山
県
副
知
事
、
齋
藤
正
全
国
林

業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
会
長
の
主
催
者
挨
拶
、

谷
口
圭
三
津
山
市
長
に
よ
る
歓
迎
の
言
葉
、
来
賓
の
青

山
豊
久
林
野
庁
長
官
、
田
中
惣
次
全
国
林
業
改
良
普
及

協
会
副
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

活
動
発
表
で
は
、
岡
山
林
業
未
来
会

会
長  

竹
原

真
和
さ
ん
、
事
務
局

廣
瀨
美
恵
さ
ん
、
久
米
郡
森
林

組
合

業
務
課
課
長
代
理

小
嶋
康
彦
さ
ん
、
業
務
課

技
術
員

橫
山
芳
典
さ
ん
、
岡
山
県
立
勝
間
田
高
等

学
校

森
林
系
列
教
諭

鳥
飼
智
明
さ
ん
、
森
林
系
列

２
年

田
中
敬
大
さ
ん
、
山
本
璃
奈
さ
ん
、
株
式
会
社

戸
川
木
材

代
表
取
締
役

戸
川
睦
徳
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
の
取
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

発
表
に
続
き
、「
共
に
始
め
よ
う
植
え
る
こ
と
・

育
て
る
こ
と
・
使
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
岡
山

大
学

学
術
研
究
院

環
境
生
命
科
学
学
域

教
授
の

嶋
一
徹
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
活
動
発
表
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
こ
の
う
ち

久
米
郡
森
林
組
合
か
ら
は
参
事
の
池
田
政
宏
さ
ん
、
岡

山
県
森
林
組
合
連
合
会

木
材
販
売
課
課
長
の
奥
山
総

一
郎
さ
ん
が
参
加
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
植
え
て
・
育
て
る
た
め
の
林
業
の
担
い
手
確

第52回 全国林業後継者大会
おかやま2024おかやま2024

第52回 全国林業後継者大会
おかやま2024

岡山県立勝間田高校森林系列２年
田中さんと山本さんによる大会宣言

パネルディスカッション
コーディネーターの嶋岡山大学学術研究院教授

井上埼玉県実行委員会会長による次期開催県挨拶

皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

第
52
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
お
か
や
ま

２
０
２
４
に
は
、
全
国
各
地
よ
り
多
く
の
皆
様
の
御

参
加
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
会
で
は
、「
未
来
へ
と
森も

り林
と
技わ

ざ術
を
つ
な
げ

よ
う
」を
テ
ー
マ
に
、こ
れ
か
ら
の
林
業
を
支
え
る

担
い
手
の
確
保
・
育
成
や
、
林
業
に
お
け
る
職
場

の
働
き
方
改
革
な
ど
の
取
組
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、「
伐
っ
て
・
使
っ
て
・
植
え
て
・
育
て
る
」と

い
う
林
業
サ
イ
ク
ル
を
循
環
さ
せ
る
た
め
、
特
に

「
植
え
て
・
育
て
る
」こ
と
の
大
切
さ
と
、
今
後
向

か
う
べ
き
方
向
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、
全
国

の
森
林
・
林
業
に
関
わ
る
皆
様
と
も
思
い
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
大
会
の
開
催
が
契
機
と
な
り
、
御
参
加

い
た
だ
い
た
皆
様
と
全
国
の
林
業
後
継
者
の
更

な
る
ご
活
躍
と
、
豊
か
な
森
林
を
次
世
代
へ
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
を
祈
念
し
、
お
礼
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

保
等
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
活
発
な
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
典
で
は
、
岡
山
県
立
勝
間
田
高
等
学
校

森

林
系
列
２
年

田
中
敬
大
さ
ん
、
山
本
璃
奈
さ
ん
に
よ

り
、「
伐
っ
て
・
使
っ
て
・
植
え
て
・
育
て
る
」と
い
う

林
業
の
サ
イ
ク
ル
を
循
環
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち

の
役
割
、
と
の
大
会
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
53
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
埼
玉
県
実

行
委
員
会
の
井
上
淳
治
会
長
か
ら
次
期
開
催
県
の
挨
拶

が
あ
り
、
岡
山
県
実
行
委
員
会
平
田

暁
副
会
長
に
よ

る
閉
会
の
言
葉
に
よ
り
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
症
法
上

の
５
類
感
染
症
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
５

年
ぶ
り
と
な
る
交
歓
の
夕
べ
が
開
催
さ
れ
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
に
よ
り
大
変
盛
り
上
が

り
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
52
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
お
か
や
ま
２
０
２
４
の
御
礼

第
52
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
岡
山
県
実
行
委
員
会（
岡
山
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
）
会
長  

三
木
敬
臣
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全林研新執行部から が
ん
ば
る
林
業
高
校
生
を
表
彰

「
全
国
が
ん
ば
る
林
業
高
校
生
表
彰
」

は
、
未
来
の
森
林
・
林
業
を
担
う
人
材
と

し
て
、地
域
の
森
林
・
林
業
の
振
興
及
び
、

課
題
等
の
解
決
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
意
欲
的
な
活
動
・
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
高
校
生
の
取
組
を
応
援
す
る
た

め
、
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会（
全
林
研
）が
開
催
し
て
い
る
表
彰
行

事
で
す（
後
援
：
林
野
庁
、
協
賛
：
全
国

林
業
改
良
普
及
協
会
）。

４
回
目
と
な
る
今
年
度
の
表
彰
行
事

は
、
森
林
・
林
業
関
係
資
格
の
取
得
や
研

究
等
の
取
組
状
況
、
受
賞
実
績
、
森
林
・

林
業
振
興
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
活
動
へ

の
参
画
状
況
を
多
面
的
に
評
価
す
る「
学

校
推
薦
部
門（
個
人
）」と
、地
域
の
森
林・

林
業
の
振
興
や
課
題
解
決
に
向
け
た
活

動
・
研
究
、
社
会
活
動
へ
の
参
画
状
況
、

成
果
物
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
等
を
評
価

す
る「
地
域
活
動
・
研
究
部
門（
グ
ル
ー

プ
）」の
２
部
門
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
賞
を
決
め
る
二
次
審
査
は
、
２
月
２

日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、「
学
校

推
薦
部
門
」６
名
、「
地
域
活
動
・
研
究
部

門
」６
グ
ル
ー
プ
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む

最
優
秀
賞
の
林
野
庁
長
官
賞
は
、「
学

校
推
薦
部
門
」で
は
熊
本
県
立
矢
部
高
等

学
校
の
佐
伯
ふ
み
さ
ん（
２
年
生
）
が
、

「
地
域
活
動
・
研
究
部
門
」で
は
高
知
県

立
高
知
農
業
高
等
学
校
の
森
林
総
合
科
・

森
の
め
ぐ
み
ク
ラ
ブ（
専
門
部
）が
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

「
今
回
は
頑
張
り
評
価
し
て
い
た
だ
い

て
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
林

業
を
高
校
卒
業
し
て
か
ら
も
学
ん
で
、
発

表
で
も
話
し
た
と
お
り
最
終
的
に
は
地
元

の
森
林
を
守
る
、
地
元
に
恩
返
し
を
し
た

い
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
矢
部
高
等
学
校
の
佐

伯
さ
ん
）。

「
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
を

使
っ
た
研
究
の
発
表
内
容
を
評
価
し
て
も

ら
い
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
林
業
の
繁

栄
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」（
高
知
農
業
高
等
学
校
代
表
し

て
岡
慎
之
助
さ
ん
）。
受
賞
者
か
ら
は
力

強
い
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

が
ん
ば
る
林
業
高
校
生
の
活
動
例
は
、

効
果
的
な
下
刈
り
作
業
の
考
察
、
小
学
校

で
の
様
々
な
体
験
学
習
、
間
伐
材
を
利
用

し
た
作
品
制
作
と
S
N
S
発
信
、特
殊
伐

採
、I
C
T
を
活
用
し
た
森
林
情
報
の
整

備
、
端
材
の
有
効
活
用
、
森
林
環
境
教
育

の
実
践
な
ど
、
い
ず
れ
も
地
域
の
森
林
・

林
業
の
振
興
や
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動

で
す
。
林
研
グ
ル
ー
プ
や
林
業
経
営
体
か

ら
支
援
を
受
け
て
い
る
活
動
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。

全
林
研
と
し
て
も
本
表
彰
行
事
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
未
来
の
森

林
・
林
業
を
担
う
林
業
高
校
生
の
サ
ポ
ー

ト
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
全
国
が
ん
ば
る
林
業
高
校
生
表
彰

令和６年度の本表彰行事のエントリーは、９月２日～11
月１日まで。お近くの林業高校の先生に働きかけて、大
勢の未来の森林・
林業を担う高校生
にエントリーいただ
けるようご協力をお
願いします。
表彰行事の詳細
は、２次元バーコー
ドからご覧ください。

最優秀賞（林野庁長官賞）
熊本県立矢部高等学校の佐伯ふみさん

最優秀賞（林野庁長官賞）
高知県立高知農業高等学校の森林総合科・森のめ
ぐみクラブ（専門部）のみなさん

高知農業高等学校のプレゼンテーション。GIS上で
調査対象木を決定し、実習で30本の立木を伐採。
樹高を巻尺により実測。ドローンによる予測値と比較

未
来
の
森
林
・
林
業
を
担
う

令和６年３月１日に開催された令和６年度通常総会において、
新たに選任された常任理事の皆さまをご紹介します。

小森谷孝志
この度、全林研常任理事を拝命いたしました、群馬県の小森谷孝志と申します。

「中山間地域の林業活性化による地域の創生」という林研グループの目的に寄り添

いつつ、切磋琢磨したいと思います。

また、戦後最も山が荒れた時代、先人達が「山に美しい晴れ着をきせたい」をスロー

ガンに木を植え育て、美しい地域をつくり上げてくださいました。先人たちの精神

を受け継ぎ、私たちも良い形で未来に美しい「地域」・「山」を良い形で受け渡せるよ

う、微力ではありますが、林研活動に邁進してまいりたいと思います。

デジタル広報推進委員会、副委員長も拝命させていただいておりますが、「ソサエティー 4.0」の世界が「いつ

でも・どこでも・だれでも」つながれる世界の確立でありますが、これから目指す「ソサエティー 5.0」の世

界は「今だけ・ここだけ・あなただけ」の地域社会の輝く時代です。今以上に輝ける未来を皆さんとともに歩

んでいきたいと考えています。よろしくお願いいたします。

菊池俊一郎
皆様初めまして。令和６年度から全国林業研究グループ常任理事をさせていただい

ております菊池です。まだまだ経験不足なところもありますが、全国の皆様と一緒

に盛り上げていきたいと思っております。

私は全林研とともに育ってまいりました。全林研の主催のリーダー研修でいろいろ

学び、全国の方々といろいろと交流を持たせていただき、今に至っております。

林業は今いろいろと大変な状況に置かれております。労働力不足や森林への関心の

薄さ、木材価格の低迷などいろいろな問題があるのは存じています。その中で林研

グループができることは多いと感じています。私自身どれだけのことができるのかわかりませんが、斎藤会長

をはじめ諸先輩方にいろいろ教えを頂きながら、頑張ってまいりたいと思います。

皆様とともにより良い日本の林業と林研グループを盛り上げてまいりましょう。

山 﨑 靖 代
会員の皆さま、この度常任理事を拝命致しました、東京都の山﨑です。

エンジョイ・フォレスト女性林研とNPO法人青梅林業研究グループに所属してお

ります。女性林研では環境教育を中心に森林から得られるものを都会の方々のた

めに提供する活動をし、青梅りんけんでは将来を見据えた人材育成を中心に活動

をしています。

私自身は家業の林業を受け継いで細々と続けておりますが、東京での林業も大変

なことがたくさんあり、ぜひ林研の皆さまと情報交換をして、地元でのことだけ

ではなく幅広く知識を得ることができればと思っております。

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

令
和
５
年
度
未
来
の
林
業
を
支
え
る
林
業
後
継
者
養
成
事
業

全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会



お求めは、グループまとめて都道府県林研連事務局へ 
お問い合わせは、全国林業研究グループ連絡協議会03-3500-5033まで
※令和5年度林研ユニフォームのチラシはこちらからご覧いただけます。➡

●グリーン
●レッド
エプロン…2,000円

※商品の色は実物と異なる場合があります。予めご了承ください。

 ■ お申し込み・お問合せ先

タイピン700円

表 裏その他のアイテム

令和６年度 林研ユニフォーム等のご案内

●ホワイト　●ブラック
帽子…1,600円

●サックス　　●ネイビー
●イエロー　　●ブラック
半袖ポロシャツ…2,700円

Ｔシャツ、ポロシャツ、ブルゾンやタオル等の制作・販売を行ってい
ます。林業グループコンクールをはじめ、林研事業の実施や各地で開
催されるイベントなど、さまざまな活動の場でご活用ください。

●ネイビー　●デイジー
●アーミーグリーン
長袖ドライTシャツ…1,700円

●イエロー
●レッド
●ネイビー
ブルゾン…3,900円 エコタオル 330円

トートバック 1,000円

●ラベンダー　●ターコズブルー　
●ピンク　●ネイビー　●ホワイト
半袖ドライTシャツ…1,600円

下敷き1枚100円
・100枚以上　50枚単位
・B5サイズ

●グリーン
●
エプロンエプロン

●
●
エプロン

便利な
両脇ポケット

付き

●ネイビー　●●デイジーデイジーデイジー

UV カット
機能付き便利な

胸ポケット
付き

新色
登場

新色
登場

薄く、軽
く、

速乾性・
通気性に

すぐれた
素材です

。

新色
登場

新色
登場
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令
和
5
年
度
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
掲
載
内
容
は「
会
長
挨
拶
」「
全
林
研

と
は
」「
情
報
提
供
」「
森
人
の
声
」「
イ
ベ
ン
ト
案
内
」「
会
務
報
告
」

「
役
員
事
務
局
紹
介
」「
お
問
い
合
わ
せ
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
林
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
紹
介

森
町
林
業
グ
ル
ー
プ

創
立
30
周
年
記
に
よ
せ
て

主
な
内
容
の
ご
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
情
報
提
供

情
報
提
供
に
は
、
全
林
研
も

係
る
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
、
全
林

研
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

●
森
人
の
声

森
人
の
声
は
、
全
林
研

Y
outube

の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
を

中
心
に
主
催
事
業
の
映
像
コ
ン

テ
ン
ツ
等
掲
載
す
る
こ
と
で
皆

様
に
、
全
国
各
地
の
情
報
も
含

め
発
信
し
て
い
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
案
内

イ
ベ
ン
ト
案
内
に
つ
い
て

は
、
主
催
事
業
や
要
望
に
応
じ

て
、
各
県
林
研
~
各
単
位
林
研

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
く
予
定
で
す
。

●
広
報
誌
／
会
務
報
告

　
　
　
／
役
員·

事
務
局
紹
介

広
報
誌
で
は
、
全
林
研
だ
よ

り「
緑
創
」
を
P
D
F
版
に
て

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。
会

務
報
告
、
役
員
・
事
務
局
紹
介

に
つ
い
て
も
是
非
ご
一
読
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

最
後
に
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー

ム
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
わ

か
ら
な
い
点
、
疑
問
な
点
に
つ

い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
・
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

全
林
研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
随
時
更

新
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
全
林
研
のY

outube

チ
ャ
ン
ネ
ル
と
合
わ
せ
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

https://zenrinken.com/

全林研ホームページ
https://www.youtube.com/@zenrinken

全林研Youtubeチャンネル

会員SNS関連ページリンク及び、
全林研Youtubeチャンネルへの動画掲載募集について

全林研では会員（都道府県林研、単位林研等）で作成しているSNSについて全林研ホームペー
ジにて関連SNSページのリンク及び、会員が撮影した動画を全林研Youtubeチャンネルに
て情報発信を行う事業を進めています。つきましてはリンク先や動画を募集しておりご協力を
よろしくお願いいたします。尚、関連ページ及びYoutebeへの掲載には時間がかかる場合、
動画一部修正する場合がありますことをご理解、ご了承いただければ幸いです。
応募は全林研ホームページのお問い合わせホームよりお願いいたします。

HPお問合せ→

○
森
町
林
業
グ
ル
ー
プ

森
町
林
業
グ
ル
ー
プ
の
あ
る
北
海
道
森

町
は
北
海
道
の
道
南
噴
火
湾
南
端
に
位
置

し
て
お
り
、
平
成
7
年
7
月
7
日
に
発
足

し
て
い
ま
す
。
元
々
林
業
普
及
指
導
員
の

皆
様
の
ご
助
力
を
得
な
が
ら
炭
窯
を
造
る

所
か
ら
始
ま
り
現
在
で
も
薪
炭
材
生
産
、

薪
炭
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
特
徴

炭
焼
き
か
ら
、
多
様
化
す
る
価
値
観
の

中
に
お
い
て
の
林
業
研
究
会
の
新
し
い
在

り
方
と
し
て

「
よ
い
山
を
つ
く
れ
ば
、
良
い
土
に
な

り
、
良
い
海
に
な
る
」

山
の
事
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
田

畑
、
ま
た
川
が
流
れ
込
む
海
等
地
域
に
根

差
し
た
地
域
を
立
体
的
に
考
え
た
林
業
の

在
り
方
、
形
の
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。
水

産
業
の
方
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と

言
う
事
例
は
各
地
に
み
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
会
員
に「
水
産
業
」
を
生
業
と
す
る

方
も
お
り
、
林
業
=
漁
業
と
い
う
考
え
に

ま
で「
精
神
的
」「
人
的
」「
経
済
的
」
に
も

つ
な
が
っ
て
お
り
、
実
際
に
山
も
川
も
田

畑
も
海
も「
人
の
つ
な
が
り
と
し
て
切
れ

て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
大
変
感
銘
を

う
け
ま
し
た
。

○
林
研
グ
ル
ー
プ
と

振
興
指
導
の
理
想
的
な
形

30
周
年
式
典
に
は
、
町
長
を
は
じ
め
、

県
関
係
局
長
、
課
長
、
を
含
め
多
く
の
行

政
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現

在
、
全
国
に
お
い
て
、
次
世
代
を
担
う
林

業
研
究
会
と
行
政
の
振
興
の
在
り
方
が
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
全
林
研
で
も
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
森
林
譲
与

税
に
伴
う
地
域
・
山
村
振
興
」時
代
の
中
、

全
県
を
含
め
た
振
興
の
在
り
方
に
理
想
的

な
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
二
つ
の
こ
と
に
言
及
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
つ
に

は
林
業
普
及
担
当
課
長
が
「
主
席
」
普
及

指
導
員
を
兼
務
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

課
長
と
い
う
敬
称
で
は
な
く
「
主
席
」
と

い
う
敬
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
驚

き
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
元
主
席
（
元

林
業
普
及
担
当
課
長
）
の
皆
様
が
、
森
町

林
業
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
非
常
に
フ

ラ
ン
ク
に
話
し
な
が
ら
今
で
も
懇
親
を

深
め
あ
っ
て
い
る
姿
に
は
感
動
い
た
し

ま
し
た
。

各
都
道
府
県
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
振
興
方

針
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
は
尊
重
さ
れ
る

べ
き
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
様
な

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
難
し
い
こ

と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
事
例

が
あ
る
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

文
責

常
任
理
事

小
森
谷
孝
志

監
修

副
会
長

山
口
敏
男
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はつらつコーナー

日
頃
よ
り
女
性
会
議
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
1
月
1
日
に
発
生
し
ま

し
た
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
、
ご
遺
族
の
皆
様

に
対
し
て
深
く
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。

私
自
身
も
能
登
半
島
、
穴
水
町
に

住
ん
で
お
り
、
被
災
し
た
者
で
す
が
、

避
難
し
て
い
る
間
、
全
国
の
林
研
の

方
々
か
ら
、
温
か
い
お
言
葉
や
、
支

援
物
資
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
林
研
の
素
晴

ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
だ
戻
る
ま

で
の
道
の
り
は
遠
い
と
思
い
ま
す
が
、

少
し
ず
つ
で
も
出
来
る
こ
と
か
ら
頑

〈
功
績
の
概
要
〉

福
田
さ
ん
は
平
成
10
年
か
ら
ご
主
人
の
家

業
で
あ
る
林
業
を
継
ぎ
、
森
林
経
営
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
森
林
内
で
の
子
ど

も
向
け
体
験
教
室
や
、
都
市
住
民
向
け
の
市

民
講
座
等
を
継
続
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、
東

京
都
の
女
性
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ（
エ
ン
ジ
ョ

イ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
女
性
林
研
）の
会
長
等
を

歴
任
し
、
地
域
の
森
林
づ
く
り
や
緑
化
意
識

の
醸
成
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
森
林
を
活
か
し
た
保
育
に
早
く
か

ら
着
目
し
、所
有
山
林
を
開
放
し
、そ
こ
で
の

活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
の

心
の
成
長
を
図
る「
自
然

労
作
保
育
」と
し
て
、
保

育
園
児
や
小
学
生
を
対

象
に
山
歩
き
や
木
工
作
、

間
伐
体
験
等
を
約
20
年

に
わ
た
り
継
続
し
て
実

施
し
、
地
域
の
森
林
環
境

教
育
や
木
育
を
牽
引
し

て
き
ま
し
た
。

ま
た
女
性
林
研
で
は
、

森
で
採
集
し
た
材
料
を

使
っ
て
草
木
染
の
体
験
講
座
を
開
催
す
る
な

ど
、
一
般
市
民
の
森
林
へ
の
関
心
を
高
め
る

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
女
性
会
議
代
表
等

を
歴
任
し
、
そ
の
活
動
に
貢
献
し
て
き
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
13
年
に
は
、
武
蔵
野
市
及

び
公
益
財
団
法
人
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財

団
と
協
定
を
結
び
、
所
有
林
を
自
然
体
験

フ
ィ
ー
ル
ド
「
二
俣
尾
・
武
蔵
野
市
民
の
森
」

と
し
て
提
供
し
、市
が
主
催
す
る「
森
の
市
民

講
座
」を
運
営
・
指
導
す
る
な
ど
、緑
化
に
関

す
る
行
政
と
連
携
し
た
普
及
啓
発
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
先
見
性
に
よ
り
、
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
森
林
環
境
教
育
に
早
期
か
ら
取
り
組
む

と
と
も
に
、
講
座
等
を
通
じ
て
広
く
市
民
の

緑
化
意
識
の
醸
成

に
貢
献
し
た
と
し

て
、
そ
れ
ら
の
活

動
が
高
く
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

女
性
会
議
や
女

性
林
研
の
活
動
等

の
取
り
組
み
で
一

緒
に
活
動
し
て
感

じ
る
こ
と
は
、信
念

を
持
っ
て
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

と
、
大
変
な
指
導

力
が
あ
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、

ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

出
来
る
活
動
か
ら

女
性
リ
ー
ダ
ー
や
女
性
の
起
業
活
動
を
支
援
す
る

セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

女
性
会
議
代
表

坂
本
ち
づ
る

森の市民講座にて森の散策

※いずれもエンジョイ・フォレスト女性林研での活動

子どもたちを対象とした森の散策

受賞された福田珠子さん。娘さん（左）、息子さん（中央）、
息子さんのお嫁さん（右）と一緒に記念撮影

令
和
６
年
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞
!!
〈
個
人
〉

未
来
を
支
え
る
事
業
の
紹
介

コーナー

張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
女
性
会
議
に
お
い
て
も
出
来

る
活
動
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
年
度
か
ら
は
、情
報
誌

は
つ
ら
つ
の
メ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
も

あ
っ
た
、は
つ
ら
つ
編
集
委
員
が
取
材

す
る
女
性
林
研
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
が

復
活
し
ま
し
た
。
毎
年
１
林
研
を
取

材
し
て
い
く
予
定
で
す
。
素
晴
ら
し

い
活
動
を
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を

ご
紹
介
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

ま
す
。

さ
ら
に
11
月
に
は
、「
特
別
企
画
は

つ
ら
つ
林
業
女
性
交
流
会
」を
開
催
し

ま
す
。
森
に
関
わ
る
人
々
が
集
ま
り

〝
食
べ
よ
う
・
作
ろ
う
・
先
人
の
知
恵
！

〜
伝
統
食
、
保
存
食
非
常
食
〜
〞
を

テ
ー
マ
に
勉
強
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
の
時
代
、
自
然
災
害
等
何
が
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
常
時
・

非
常
時
と
も
に
役
立
つ
先
人
か
ら
の

伝
統
を
伝
え
伝
承
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
是
非
、
皆
様

ご
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方

が
１
日
１
日
平
和
な
日
々
が
送
れ
ま

す
よ
う
に
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
で
は
、「
令
和
６
年
度
未
来
の
林

業
を
支
え
る
林
業
後
継
者
養
成
事
業
」

（
林
野
庁
補
助
事
業
）で
、次
の
２
つ
の

メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
運
営
し
て
い
ま
す
。

1
つ
め
は
、林
業
に
お
け
る
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
働
き
方
を
提
案
で
き
る
人
材
の

育
成
を
目
的
と
し
た「
令
和
６
年
度

森
林
・
林
業
を
活
か
し
て
地
域
を
興

す
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催

で
す（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
）。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
女
性
林
業
研
究

グ
ル
ー
プ
、林
業
女
子
会
、森
女
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
都
道
府
県
の
林
業
普
及

指
導
員
等
が
参
加
し（
8
〜
10
月
で

５
回
開
催
）、
講
師（
経
歴
、
活
動
地

域
等
が
様
々
な
５
人
の
女
性
林
業

者
）
に
よ
る
、
現
在
の
取
組
に
至
っ

た
き
っ
か
け
、
そ
の
取
組
を
実
現
す

る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
、
実
現

の
た
め
に
工
夫
し
た
点
等
の
お
話
か

ら
、
リ
ー
ダ
ー
に
不
可
欠
な
要
素
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

2
つ
め
は
、
女
性
林
業
者
等
に
よ

る
森
林
資
源
を
活
か
し
た
、
新
し
い

モ
ノ
・
コ
ト
づ
く
り
や
起
業
活
動
の

促
進
を
図
る
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、起

業
実
績
を
有
す
る
専
門
家
に
よ
る
事

業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を「Forest 

Creative W
om
en's School

」と
題

し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
９
回
の
講
座

を
ス
ク
ー
ル
形
式
で
開
催
し
ま
す（
９

〜
12
月
）。

ス
ク
ー
ル
の
対
象
は
、森
林
資
源
の

活
用
を
基
幹
と
し
た
新
規
事
業
を
企

画
す
る
女
性
林
業
者
、
既
存
事
業
を

拡
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
女
性
林
業

者
で
す
。事
業
範
囲
は
、林
業
、林
産
、

木
工
、
特
用
林
産（
山
菜
・
キ
ノ
コ
）・

ジ
ビ
エ
等
の
食
、
森
林
・
林
業
教
育
、

森
林
利
用
・
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、木

育
等
と
な
っ
て
い
ま
す（
ス
ク
ー
ル
の

定
員
は
、
10
名
程
度
）。
事
業
創
出
の

ワ
ー
ク
フ
レ
ー
ム
等
に
つ
い
て
実
践

的
な
学
び
や
気
づ
き
を
提
供
し
、
受

講
者
が「
森
の
め
ぐ
み
を
活
か
し
、地

域
で
事
業
を
創
出
す
る
」た
め
の
具

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
行
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰について

緑化活動の推進、緑化思想の普及啓発に顕著な功績のあった個人又は団体に対し、関係省庁からの推薦に基づき、内閣総理大臣が
表彰を行うもの。国土の緑化に関し、関係行政機関相互の緊密な連携を図り、もって総合的かつ効率的な諸施策の推進を目的とし
て設置された緑化推進連絡会議（議長は農林水産大臣）にて、緑化運動推進の一環として昭和59年から毎年実施。

令
和
６
年
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
に
、

歴
代
の
女
性
会
議
代
表
で
あ
る
福
田
珠
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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はつらつコーナー

7
月
26
日
、
湿
度
1
0
0
%
、
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
連
日
続
く
夜
に
諸

塚
村
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

諸
塚
村
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
会
議

で
活
躍
す
る
女
性
へ
の
取
材
旅
で
す
。

せ
っ
か
く
な
の
で
、
私
が
所
属
す
る
美

郷
町
北
郷
女
性
林
研
グ
ル
ー
プ
と
の
交

流
会
も
兼
ね
て
、
お
互
い
の
グ
ル
ー
プ

顔のようなかわいいデザイン『どんこ亭』

盆栽作りの様子

河野俊嗣宮崎県知事がお買上
（県庁前 楠並木販売）

大川家具工業会と記念植樹

センダンのカッティングボードの展示販売

注：（諸塚独自の方言の翻訳）・・・元気な諸塚！大概なことはやればできる！

諸塚村林業研究グループ会議と筆者が所属する美郷町北
郷女性林研グループとの交流の様子（左前が藤岡会長、
右が池田さん、筆者は左の２番目）

諸塚産の椎茸をふんだんに使用した
「しいたけド～ン！」の椎茸丼

も
と
、
山
を
守

り
、
森
林
を
作

り
、
自
然
と
共

生
し
つ
つ
、
森

の
恵
み
を
受

け
な
が
ら
、
村

づ
く
り
を
進

め
て
い
て
、
時

代
に
先
駆
け
F
S
C
森
林
認
証（
適
正

な
森
林
管
理
へ
の
認
証
）を
取
得
し
、特

産
の
椎
茸
は
、C
o
C
認
証（
林
産
物
の

加
工
、流
通
過
程
を
認
証
）を
世
界
で
唯

一
取
得
し
て
い
る
な
ど
、森
林
の
恵
み
の

活
用
に
向
け
て
次
々
と
具
体
的
な
実
践

を
行
っ
て
い
ま
す
。

諸
塚
村
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
会
議

の
概
要

そ
の
諸
塚
村
に
お
い
て
、
平
成
15
年

に
、
男
性
林
研
と
女
性
林
研
は
統
合
さ

同
士
の
情
報
交
換
と
親
睦
を
深
め
る
機

会
と
し
ま
し
た
。

そ
の
夜
は
、
諸
塚
村
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
会
議
か
ら
は
、
会
長
の
藤
岡
成

美
さ
ん
と
会
員
の
池
田
道
子
さ
ん
２
名

が
参
加
し
、
美
郷
町
北
郷
女
性
林
研
グ

ル
ー
プ
か
ら
は
5
名
の
合
計
7
名
で
、

じ
っ
く
り
と
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

林
業
と
椎
茸
の
村

宮
崎
県
の
諸
塚
村
は
、2
0
1
5
年

に
近
隣
の
地
域
と
と
も
に
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
さ

れ
、
村
の
95
%

を
山
林
が
占
め

る
林
業
が
盛
ん

な
地
域
で
す
。

林
業
立
村
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の

林
研
グ
ル
ー
プ
の
結
束
力
で
新
た
な
素
材（
諸
塚
村
産
の
セ
ン
ダ
ン
）の
活
用
に
挑
戦
小
田
ち
は
る

宮
崎
県　
　

諸
塚
村
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
会
議

け
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
影

響
で
活
動
が
停

滞
・
低
迷
し
て
い

ま
す
が
、
か
つ
て

は
、
山
菜
採
り
や

盆
栽
作
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

な
ど
を
、
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

皆
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
は
、
活
動

そ
の
も
の
よ
り
も
、
集
ま
っ
た
時
の
お

し
ゃ
べ
り
や
、
事
あ
る
ご
と
の
懇
親
会

で
、
会
の
結
束
を
深
め
活
動
意
欲
を
高

め
て
い
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。

山
菜
時
期
に
行
わ
れ
る
県
庁
前
の
販

売
市
で
は
、毎
年
、特
産
の
椎
茸
と
と
も

に
、コ
シ
ア
ブ
ラ
や
ク
サ
ギ
ナ
な
ど
の
山

菜
も
調
理
法
を
教
え
な
が
ら
販
売
を
続

け
て
い
ま
す
。

男
女
の
分
け
隔
て
な
く
、
同
等
に
同

じ
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
で
、
意
見
も

バ
ン
バ
ン
遠
慮
な

く
ぶ
つ
け
合
え
る

こ
と
が
、
諸
塚
林

研
の
結
束
力
の
高

さ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

新
た
な
る
森
林
資
源
の

可
能
性
に
つ
い
て

2
0
1
7
年
か
ら
早
生
樹（
従
来
の

造
林
樹
種
で
あ
る
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
は
、

主
伐
ま
で
に
35
年
以
上
必
要
な
の
に
対

し
、
15
年
か
ら
20
年
で
主
伐
可
能
と
な

る
）セ
ン
ダ
ン
に
着
目
し
、
福
岡
大
川
家

具
工
業
会
と
、
セ
ン
ダ
ン
の
植
栽
の
取

り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
令
和
２
年

に
は
、
実み
し
ょ
う生
か
ら
育
成
し
た
村
内
産
の

苗
に
よ
る
植
栽
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

実
証
実
験
地
を
増
や
し
続
け
て
、
令
和

4
年
に
は
、
大
川

家
具
工
業
会
と

お
隣
の
椎
葉
林

研
グ
ル
ー
プ
も

共
に
記
念
植
樹

し
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
来

村
さ
れ
る
大
川
家
具
工
業
会
の
皆
さ
ん

た
ち
の
他
に
も
、
鳥
取
県
東
部
森
林
組

合
や
愛
知
県
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

な
ど
、県
内
外
か
ら
の
視
察
も
年
々
増
加

し
て
き
て
い
ま
す
。
諸
塚
村
か
ら
も
、
福

岡
大
川
家
具
の
展
示
会
へ
出
向
き
、
様
々

な
樹
種
の
商
品
を
視
察
し
て
、セ
ン
ダ
ン

の
可
能
性
を
強
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

4
月
に
は
、セ
ン
ダ
ン
の
繋
が
り
で
、鳥
取

県
へ
の
視
察
研
修
に

も
行
って
き
ま
し
た
。

も
っ
と
セ
ン
ダ
ン
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
村
内
に
自

生
し
成
長
し
た
セ
ン
ダ
ン
を
確
保
し
て
、

シ
ン
プ
ル
に
木
目
の
美
し
さ
を
生
か
せ
る

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
の
製
品
作
り
と
販

売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
手
に
取
っ

て
間
近
に
見
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
林
研
グ

ル
ー
プ
の
収
益
に
繋
が
っ
た
事
で
、
会
員

の
意
欲
向
上
と
新
た
な
商
品
素
材
に
対

す
る
期
待
と
手
ご
た
え
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

今
後
、
な
る
べ
く
早
く
成
果
を
積
み

上
げ
、
将
来
的
に

は
諸
塚
の
セ
ン
ダ

ン
を
使
っ
た
家
具

等
の
製
品
が
皆
様

の
お
手
元
に
届
く

様
に
な
る
事
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
期
待

新
た
な
素
材
の
活
用
と
し
て
、
諸
塚

村
産
の
セ
ン
ダ
ン
が
、ど
う
い
っ
た
商
品

に
な
る
の
か
未
来
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
活
動
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
地
元

の
中
学
生
た
ち
に
も
思
い
を
馳
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

諸
塚
村
に
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
は
、

高
校
へ
の
進
学
と
同
時
に
親
元
を
離
れ
、

遠
く
離
れ
た
寮
な
ど
で
の
生
活
と
な
り

ま
す
。

地
元
の
豊
か
な
森
林
に
触
れ
る
機
会

が
少
な
く
な
る
こ
と
や
、
将
来
の
職
業

を
考
え
る
時
期
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

林
業
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
中
学
生

を
対
象
に
、
林
研
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内

容
や
森
林
の
役
割
等
の
座
学
授
業
、
林

業
機
械
や
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
体
験
を
始

め
ま
し
た
。

今
後
も
、
林
業
へ
の
理
解
と
地
元
へ

の
思
い
を
深
め
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち

が
将
来
の
職
業
に
林
業
を
選
択
肢
の
1

つ
と
し
て
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

た
い
と
活
動
を
し
て
い
る
諸
塚
林
研
グ

ル
ー
プ
と
、
自
ら
が
お
手
本
と
な
る
べ

く
現
場
で
実
践
し
続
け
て
い
る
お
二
人

に
、
諸
塚
村
の
輝
か
し
い
未
来
が
見
え

ま
し
た
。

ぎ
ゃ
あ
な
諸
塚
！
た
い
ぎ
ゃ
ー
な
こ

つ
な
ら
な
ん
ち
ゃ
〜
で
く
る
！

泫

素
敵
な
取
材
旅
。
ま
た
交
流
会
し
ま

し
ょ
う
ね
。

今
回
の
は
つ
ら
つ
コ
ー
ナ
ー
よ
り
、各
地
で
活
躍
し
て
い
る
林
業
女
性
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
、は
つ
ら
つ
編
集
委
員（
全
林
研
女
性
会
議
役
員
）が

取
材
す
る
企
画
が
復
活
し
ま
し
た
。毎
年
１
林
研
の
取
材
と
な
り
ま
す
が
、皆
様
に
お
伝
え
で
き
る
機
会
が
で
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、現
地
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
グ
ル
ー
プ
を
始
め
、林
研
事
務
局
、林
業
普
及
指
導
員
等
の
皆
様
の
ご
協
力
に
、深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

各
地
で
活
躍
し
て
い
る
林
業
女
性
グ
ル
ー
プ
を
訪
ね
て

れ
、「
諸
塚
村
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
会

議
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
男
性
41

名
・
女
性
17
名
、
20
代
か
ら
70
代
ま
で

の
幅
広
い
年
齢
層
で
職
業
も
多
様
な
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
会
長
の
藤
岡
さ
ん
は
、
森
林
組

合
の
搬
出
の
仕
事
を
経
て
、
現
在
は
造

林
を
12
年
以
上
続
け
る
現
役
バ
リ
バ
リ

の
大
ベ
テ
ラ
ン
。
池
田
道
子
さ
ん
は
、
東

京
生
ま
れ
東
京
育
ち
。
好
き
な
林
業
に

関
わ
る
仕
事
を
す
る
た
め
に
諸
塚
村
に

2
0
1
4
年
に
単
身
移
住
し
、
今
、
地

元
の
林
業
会
社
で
現
場
作
業
員
と
し
て
、

生
き
生
き
と
搬

出
作
業
に
従
事

し
て
い
ま
す
。
2

人
と
も
、
ず
っ
と

林
研
グ
ル
ー
プ
の

一
員
と
し
て
積
極

的
に
活
動
を
続

製材したセンダンの
カッティングボード

復活！

盆栽完成
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はつらつコーナー

昭
和
58
年
穴
水
林
業
研
究
会
女
性
部

と
し
て
発
足
さ
れ
た
会
で
す
。
長
年
多

く
の
分
野
で
多
く
の
活
動
に
感
服
。
現

代
林
業
の
中
で
も
後
継
者
不
足
の
課
題

で
も
、
新
人
林
業
女
子
の
参
入
か
ら
移

住
ま
で
繋
が
る
事
例
あ
り
、
絆
の
強
さ
、

地
域
性
の
暖
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ

れ
だ
け
の
活
動
を
こ
な
し
て
い
る
研
究

会
で
あ
り
な
が
ら「
森
の
幸
」
と
い
う

新
し
い
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開
拓
し

た
く
さ
ん
の
自
然
の
恵
み
か
ら
物
産
品

（
ア
イ
ス
や
菓
子
）を
生
み
出
し
販
売
活

動
を
行
う
な
ど
、
6
次
産
業
の
開
拓
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
持
ち
で
お
聞
き
し
た
い

会
の
ス
タ
ー
ト
は
2
0
2
2
年
11

月
、
男
性
社
会
で
あ
る
林
業
の
仕
事
に

頑
張
っ
て
従
事
す
る
女
性
た
ち
が〝
ゆ

る
く
集
ま
り
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を

し
ま
し
ょ
う
〞と
い
う
会
が
原
点
。

メ
ン
バ
ー
の
推
し
の
方
を
講
師
に

招
き
研
修
会
を
開
催
さ
れ
て
い
る
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ィ
ア
満
載

の
研
修
会
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

述
べ
て
い
る
モ
ッ
ト
ー
（
ゆ
る
く
・

楽
し
く
・
お
い
し
く
）の
集
ま
り
だ
け

宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
冨

谷
市
を
拠
点
に
自
然
再
生
や
町
づ
く

り
な
ど
を
視
点
と
し
て
活
動
し
て
い
る

手作り味噌づくりWS

地域のおいしいものを食べながら大好きな猫の話を楽しんでいる

空港の植栽にツバキの花を添える

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

地
域
に
密
着
し
自
然
を
大
切
に
林
業

女
子
部
と
し
て
林
業
を
コ
ツ
コ
ツ
と
支

え
て
き
た
歴
史
の
あ
る
研
究
会
は
全
国

の
女
性
部
会
の
お
手
本
と
感
じ
ま
し
た
。

能
登
半
島
で
の
地
震
で
大
変
な
時
期
に

も
か
か
わ
ら
ず
講
演
を
準
備
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
っ
て
楽
し
そ
う
！
で
も
そ
れ
だ
け

じ
ゃ
な
い
。
田
村
氏
を
筆
頭
に
バ
リ
バ

リ
林
業
業
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
メ

ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
行
う
勉
強
会
は

と
て
も
魅
力
的
で
興
味
を
そ
そ
る
内

容
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
々
の
業

務
な
ど
で
の

悩
み
に
寄
り

添
い
林
業

か
ら
離
れ
る

人
が
一
人
で

も
少
な
く
な

る
よ
う
に
と

活
動
を
意

識
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と

で
し
た
。

代
表
講
演

穴
水
町
林
業
研
究
会〈
石
川
県
〉
坂
本
ち
づ
る

飯
と
猫
と
林
業
女
子
会〈
群
馬
県
〉

田
村
美
恵
子

N
P
O
法
人
Ｓ
Ｃ
Ｒ〈
宮
城
県
〉

千
葉
恵
美

活
動
報
告

山
の
恵
み
と
伝
統
食

の
自
慢
の
た
べ
も
の

はつらつ林業女性交流会第27回

令和５年度はつらつ林業女性交流会を令和6年2月22日にオンラインで開催いたしました。
画面を介しての交流ではありましたが和やかに、また、皆さんの活動の様子に刺激を
いただき実りある会となりました。

※全国林業研究グループ連絡協議会YouTubede（www.youtube.com/@zenrinken）で、
　令和５年度全林研女性会議総会・はつらつ林業女性交流会をご覧になれます。

全林研女性会議役員（任期:自 令和６年４月１日～至 令和８年３月31日）
こんにちは！ 新全林研女性会議役員のメンバーです。みなさまと一緒に山の女性の“はつらつ”
たる力で森林・林業を盛り上げたいと思っています。よろしくお願いいたします。

特別企画「はつらつ林業女性交流会」
今年の秋のはつらつ林業女性交流会のテーマは人が生活していく中で最も重要で身近な
食についてです。昔から、それぞれの土地に伝わる山の幸等を使った伝統・保存・非常
食をみんなで味わい、楽しみたい、そして次世代へ繋いでいきたいと企画しました。
料理研究家の堀江ひろ子先生から「伝統食と家庭料理」というタイトルで講演頂き、その
後、テーマ「食べよう、作ろう、先人の知恵～伝統食、保存食、非常食～」
の意見交換会で、皆様からそれぞれの土地の伝統食を教えて頂きたいと
考えています。大勢参加頂き、楽しく有意義な時間を共有したいと願って
います。 是非ご参加ください。

※別途、通常総会・第28回はつらつ交流会は、2025年２月または３月に実施予定です。

イベントのご案内

代表 坂本ちづる
（石川県・穴水町林業研究会）

理事 島田陽子
（埼玉県・結木の会）

副代表 早矢仕恵子
（福島県・ふたばグリーンレディースネットワーク）

理事 星野智生
（新潟県・新こしじの森女性の会）

副代表 山﨑靖代
（東京都・エンジョイ・フォレスト女性林研）

理事 原見知子
（和歌山県・和歌山県林研連女性林研部会）

理事 千葉恵美
（宮城県・特定非営利活動法人SCR）

理事 小田ちはる
（宮崎県・美郷町林業研究グループ連絡協議会）

N
P
O
法
人
S
C
R
で
す
。

地
域
の
豊
か
な
食
材
と
日
本
の
食
文

化
を
伝
え
る
に
は〝
味
噌
〞
で
し
ょ
！

と
ば
か
り
に
、
食
育
の
一
環
で
始
め
た

手
作
り
味
噌
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
活
動
を
発
表
。
山
の
恵
み
を
生
か
す

こ
と
は
環
境
保
全
に
つ
な
が
り
、
伝
統

食
は
文
化
の
継
承
に
。
自
慢
の
た
べ
も

の
は
手
作
り
の
大
変
さ
が
も
の
づ
く
り

の
達
成
感
に
。
い
ろ
ん
な
分
野
に
派
生

し
た
活
動
に
な
っ
て
ま
す
。

発
表
後
の
意
見
交
換
で
は
全
国
の
自

慢
の
食
べ
物
で
リ
モ
ー
ト
で
も
一
体
感

を
感
じ
る
盛
り
上
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
事
前
に
全
国
で
活
動
す
る
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に〝
ご
当
地
自
慢
の

た
べ
も
の
〞を
伺
っ
た
と
こ
ろ
沢
山
の

返
答
を
い
た
だ
い
て
ま
し
た
。
次
回
に

続
く
テ
ー
マ
と
な
り
そ
う
で
す
。

2024年

11月28日
（木）

堀江ひろ子先生

ハイブリ
ッド

（集合
・リモー

ト）

開催
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● 全国がんばる林業高校生表彰
一次応募期間：令和6年9月２日（月）～１１月1日（金）
二次審査及び結果：令和7年1月２４日（金）（予定）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・▶ 一次審査書面、二次審査オンラインプレゼンテーション

● Forest Creative Women's School
（森林資源を活かした新しいモノ・コトづくりや、事業拡張に挑戦したい女性のためのオンラインスクール）
日時：令和6年9月～令和７年２月の夜間約２時間×10回 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・▶ オンライン講座

● 中央研修会
日時：令和6年11月7日（木）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・▶ オンライン（zoomにて開催）
内容：林業分野におけるドローン技術の活用について、林研グループの中でも先進的に取り組んでいる事例を紹介
　　　詳細につきましては、全林研ホームページをご参照ください。

● 全林研女性会議「秋のはつらつ林業女性交流会」
日時： 令和6年11月28日（木）午後 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・▶ 東京都内会議室＋オンライン
テーマ：「食べよう、作ろう、先人の知恵 ～伝統食、保存食、非常食～」

● 全国林業普及研修大会
日時：令和6年１１月２９日（金）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・▶ 全国町村会館（東京都千代田区永田町）

● 全林研女性会議通常総会・講演（予定）
日時：令和7年２月（予定）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・▶ オンライン

● 全国林業グループコンクール、通常総会
日時：令和7年2月２７日（木）・2月２８日（金）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・▶ 全国町村会館（東京都千代田区永田町）

令和６年度今後の行事予定等

※応募方法等、詳しくは山林会ホームページをご覧ください。⇨　URL　https://www.sanrinkai.or.jp/

林業経営「創意工夫」表彰行事のご案内

〒 100-0011 千代田区内幸町 1-2-1 日土地内幸町ビル 2 階
TEL：03-3587-2551 E-mail:sanrinkai@sanrinkai.or.jp公益社団法人 大日本山林会

1.趣旨
　林業経営の現場で役立つ技術的な発明や改良のほか、経営の改善に役立つ創意工夫事案を考案した方を顕彰するものです。
2.表彰の対象となる分野
　森林造成・伐採・搬出から女性の活躍まで、広範囲な分野が表彰の対象となります。
3.参加申込方法
　次のいずれかで申し込んでください。
　①創意工夫等を考案した個人（団体）からの直接申請
　②創意工夫等を考案した個人（団体）の関係者からの推薦
4.審査・表彰
　外部有識者で構成される「審査委員会」で審査を行い、
　3点以内に絞って大日本山林会会長が表彰します。
5.スケジュール
　①参加申込の受付期間　令和６年9月1日～ 7年1月31日
　②審査　令和７年2月～ 3月
　③表彰（本会定時総会で表彰）　令和７年5 ～ 6月

キャンパーに森林をレンタルする「フォレンタ」（令和5年度優秀賞）

考案者の田口房国さん（株式会社山共代表取締役）と実際の活用例

　　       大日本山林会では、林業経営「創意工夫」表彰行事の募集を行います。ご応募お待ちしております。 “創意工夫”

募 集

編集後記
この度、緑創第53号の発行を担当いたしました緑創編集委員長で全林研副会長の山口敏男です。
緑創に原稿を提供いただいた方々、編集委員になられた方々、そして、女性林研のご協力により、大変良いものが
出来上がったと思います。心から感謝申し上げます。緑創では林研会員の皆さま方に色々と話題を提供させてい
ただいております。是非、皆さまでご覧いただければと思います。

令和６年能登半島地震支援金　お礼とご報告
令和６年１月に能登半島を震源とする地震により被災された方々へのご支援を呼びかけましたところ、令和６年９月末で18件約60万円
の支援金が集まりました。集まった支援金は基金化し、被災された方々のご要望に適切に対応できるようその使途について、検討してまい
ります。皆さまの暖かいご支援に感謝申し上げますとともに、被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

全国林業研究グループ連絡協議会　会長　齋藤　正




